
発 行 者
通院介護センター 
さ わ や か

第6 6号

・藤街線
の
著
さ
と
パ
ワ
ー 

素
り
切
っ
て
く
だ
さ
い

を,

0 

さわや0、

_ l ' '

ll 

わ
ヤ
・か

事

ff総一-一一一f'解解常,..、・.

.,
,
.

'
'''
、
・一、',
'・｠
"
紗
,

f器..'・'・:--'--P

,'',f
,
,｠
"'

.,
',,一報

'・-一無
-r・,

,,・・｠
"
・常

創
立
一一一-
日
年
｠
"
、-｠
"
''｠
"
一｠
"
｠
"
｠
"
｠
"
・。・' 

小
倉
第
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"
病
院

六
月
九
日
十
五
時
よ
り
小
倉
第

一病
院
の
六
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
「小
倉
第
一病
院
創
立
三
十
周

年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
中
村
院
長
を
は
じ
め
、

透
析
ス
タ
ッ
フ
、
腎
友
会
新
旧
役
員
、

長
期
透
析
患
者
、
そ
し
て
『さ
わ

や
か
』
の
事
務
局
員
二
人
も
招
待

を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
四
十
五
名
で
し
た
。

最
初
に
中
村
院
長
か
ら
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 
「
一九
七
二
年
に

北
九
州
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
、

長
 
(
『さ
わ
や
か
』

会
長
) 
江
頭
博
幸
氏
、

元
福
腎
協
会
長
石
田

和
美
氏
、
上
松
喜
久

代
婦
長
、
小
野
正
典

腎
友
会
会
長
の
各
氏

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
元
福
腎
協

副
会
長
太
田
一典
氏

の
乾
杯
の
音
頭
で
交

流
会
に
入
り
ま
し
た
。 

交
流
会
の
最
初
に
、

中
村
院
長
に
よ
る
、

小
倉
第
一病
院
の
三

十
年
の
歩
み
の
ス
ラ

イ
ド
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 
一九
七
二
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今
年
で
三
十
年
に
な
り
ま
す
。 
北

九
州
の
地
に
透
析
施
設
第
一号
病

院
と
し
て
創
設
し
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
三
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

医
療
情
勢
は
、
日
増
し
に
厳
し
く

な
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
護
送

船
団
方
式
で
の
透
析
は
望
め
な
い

時
代
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
厳
し
い
状
況
を
打
破
す
る
に
は
、

透
析
医
会
と
腎
友
会
が
頑
張
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
更
に
よ
り

良
い病
院
を
目
指
し
て努
力
し
手
。
」

と
い
う
内
容
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

中
村
院
長
に
、
腎
友
会
小
野
会
長

よ
り
花
束
の
贈
ロ王
が
あ
り
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
北
九
州
市
腎
友
会
会

年
に
北
九
州
で
最
初
に
透
析
病
院

を
開
設
し
た
こ
と
。 
当
時
の
福
腎

協
総
会
や
小
倉
第
一病
院
総
会
の

写
真
が
写
し
出
さ
れ
、
中
村
院
長

の
若
い
頃
の
画
面
で
は
、
場
内
か

ら
「若
い
ね
ネ
ー
」
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

外
国
と
日
本
の
透
析
医
療
の
統

計
を
示
し
、
日
本
の
透
析
医
療
は
、

世
界
の
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ

ま
だ
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 
貴
重
な
資
料
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

三
十
周
年
記
念
式
典
は
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。 

六
月
十
六
日
十
時
三
十

分
か
ら
、
八
幡
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
で
、
「福
腎
臓
協

病
院
腎
友
会
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

福
腎
協
北
九
州
地
区
の
各

腎
友
会
の
役
員
を
中
心
に

七
十
一名
と
福
腎
協
役
員

八
名
の
七
十
九
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
八
っ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
各
班
ご

と
に
、
腎
友
会
活
性
化
を

ど
う
し
た
ら
良
い
か
に
っ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 
「新
入

会
員
を
迎
え
る
と
き
の
心
構
え
」
「会

に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
」
「役

員
に
な
り
て
が
な
い
が
…
」
「透

析
患
者
が
海
外
旅
行
し
た
り
、
外

車
に
乗
る
の
は
、
身
の
程
知
ら
ず

で
は
な
い
か
」
「年
金
の
等
級
に

つ
い
て
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
班
毎

に
討
議
を
し
た
後
、
各
班
よ
り
発

表
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「メ
リ
ッ
ト
論
」
と
「海

外
旅
行
」
の
問
題
に
っ
い
て
は
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
(参
加
者
の

中
か
ら
二
名
を
選
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
に
な
り
き
っ
て
質
問
し
た

り
返
事
を
し
た
り
し
て
も
ら
い
、

他
の
参
加
者
を
そ
れ
を
傍
聴
し
て

参
考
と
す
る
) 
方
式
で
論
議
を
し

ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
結
論
を
出
す

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
色
々
な

意
見
を
出
し
合
い
論
議
す
る
こ
と

に
重
点
が
お
か
れ
ま
し
た
。 
閉
会

の
十
四
時
三
十
分
ま
で
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ

ら
を
各
腎
友
会
に
持
ち
帰
り
、
今

後
の
活
動
の
糧
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。 

六
月
十
三
日
に
宮
本
正
敏
さ
ん
 
(小

倉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
) 
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 宮
本
さ
ん
は
、

平
成
十
四
年
一月
よ
り
「さ
わ
や
か
」

八
幡
事
業
所
で
送
迎
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。 
奥
様
よ
り
お
電
話

で
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「主
人
が
透
析
を
導
入
し
た
時
に

は
通
院
す
る
の
を
と
て
も
い
や
が
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
「さ
わ
や
か
」

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ
ん
が
お
迎
え
に

来ていた
,-/ 5

一ーぃょぅf
, って 
,''-.'f, 

からは、

一g

む
し
ろ
透

析
に
行
く
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。 早
く
退
院
し
て
、
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
様
に
送
迎
し

て
も
ら
お
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
で
す
。 
お
世
話
に
な
り
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 」

宮
本
正
敏
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 
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す



◆0◆フ村クリニツ

6 回目の病院紹介は、八幡西区にある今村クリニックです。 北
九州都市高速の馬場山インターを降りてすぐの閑静な住宅地の一
角にあります。
平成6年 7 月に開業され、今年で八年を迎えるまだ新しい病院

です。 現在、患者数は105名で、スタッフは看護師26名 ・技士4名 ・ 
看護助手3名 ・事務3名他 ・総数40名です。
私達がお約束の時間に伺うと、玄関で院長先生が出迎えてくだ

さいました。 顔の半分が隠れるような大きなマスクをしていらっ
しやいましたので、写真撮影の際にマスクを取るようお願いすると、
照れ屋なのか、なかなか取ってもらえなくて、無理にお願いすると、
渋々 はずしてくださいました。 マスクの下はちょっと昔の「慶応
ボーイ」風な笑顔の素敵な先生でした。
まず、玄関を入ると右手に受付があり、診察室 ・レントゲン室 ・ 

宿直室 ・院長室 ・男女の更衣室などがあり、受付のカウンターや
扉はすべて木で統一され、落ち着いた雰囲気でした。
2 階は透析室になっており、第一透析室 ・第二透析室と 2部屋

に分かれています。 透析べッド数は、第一透析室が22床 ・第二透
析室が18床で、各部屋とも、窓が広くとってあり、大変明るい透
析室だなと感じました。 14インチのビデオ付テレビが各べッドに
1 台ずつ備えられていて、 ビデオは自分で持ってきてもよし、貸
し出しビデオもたくさん揃っています。 べッドは電動で自由に上
げ下げでき、長い透析時間を我が家でくつろいだ気分になるよう
に配慮されています。
昨年3月に病棟部分が増築されました。 入院べッド数は19床で、

緊急及び重病用に病棟に1台透析の機械を設置しています。 私達が、
病棟に案内されてまず驚いた事は廊下が広い ! ということです。 
それは歩行器や車椅子などがゆったりスムーズに移動できるよう
にとの先生の配慮からだそうです。 また、病室の窓から田んぼが
見え心休まる雰囲気を演出しています。 そして、喫煙所のテーブ
ルの上には、鉄アレイが置いてあり、雑談をしながらシャントが
鍛えられます (?) 

院

ク
長今村 敦郎先生

今村敦郎院長プ口フィール
昭和28年6月23日生まれ
福岡県直方市出身
昭和54年 弘前大学卒業
九州大学第2外科を経て
昭和61年4月より
平成6年6月まで福岡県済生会
八幡総合病院腎センタ一従事
平成6年7月 今村クリニック開業
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フロアーの真ん中にナースステーションがあり、病室は暗くな
りがちな患者さんの気持ちを考えて、全室外光が入るように建て
られています。
病室は、個室が12部屋、 2人部屋が4部屋あり、各部屋ともに

ゆったりとして、 ロッカーも木製のものが備え付けられ、暖かさ
を感じました。 入院患者さん用の談話室には木の丸テーブルが置
いてあり、 ここにも家庭的な雰囲気と思いやりがありました。 院
長先生に、 「患者さんに望むことは?」 とお聞きしたところ、一言
“煙草をやめること'とおっしやいました。 なぜなら血液 ・血管 ・ 
肺に悪いからです。 」 と強いロ調で説明されました。 また、通院
介護センター 「さわやか」について何か一言とお聞きすると、 「が
んばっていますね」 とお褒めの言葉をいただきました。 婦長さん
を筆頭に40名のスタッフは、患者さんに対して「何でも一人で悩
まないで、 どんな小さな事でも何でも話してほしい。 時間はかか
るかも知れませんが、一緒に解決していきましょう。 」 と話され
ました。 それは患者にとって大変心強い事だと思います。 今村ク
リニックでは、 105名のうち100名が腎友会会員となっており、全
国的にみても、すばらしい加入率です。 総会 ・勉強会やレクレー 
ションが先生やスタッフを交えて活発に行われています。 一生お
付き合いしていく仲間です。 先生 ・スタッフ ・腎友会のコミュニ
ケーションが大変うまく取れているということは、私たち患者に
とって理想的だと思いました。 

腎友会会長さんより一言
私達の病院は7月 7 日が8周年記念で若い病院

です。 病院は透析室が1 号館と 2号館で入院病棟
が新し <出来ました。 腎友会の会員は現在100人で
す。 月 ・水 ・金が午前と午後、火 ・木 ・土が昼ま
でです。 年間の行事も、総会 ・歩こう会 ・創立記
念 ・バス旅行と年3回の勉強会があり、昨年また
ーつボーリング愛好会をふやし、病院の良いところは、院長先生 ・ 
ス夕ツフ ・その他病院関係の人が腎友会に対してものすご<協力的
で私達役員は大変助かっています。 これから来られる患者さんも喜
んで腎友会に入つてもらえると思います。 私達の合言葉は、 「長生
きしようネ」です。 

今村クリニツク腎友会 長江 信 - 

川口婦長より
病院は明るく家のつづきだと思って、この病院に来てよかったと思
われるような生活をしてもらいたい。 透析患者という事で、家族と
かけはなれた生活ではなく、日常生活を家族と共に楽しんであとは、
病院に来てくれるだけで0Kです。
技士部より
技士部のスタッフの人数も増え、今後患者さんの個々に合ったより
よい透析を提供できるように頑張っていきます


